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◉
興
隆
期
に
お
け
る
経
営
の
近
代
化（
１
９
５
３
～
１
９
６
２
年
）

戦
後
の
日
本
経
済
は
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
復
興
を
遂
げ
、
１
９
５
４（
昭
和
29
）年
か
ら
は
高
度

成
長
期
に
突
入
し
た
。
56
年
の
経
済
白
書
に
は
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」と
書
か
れ
た
。
日
本
経

済
は
投
資
ブ
ー
ム
が
景
気
を
牽
引
し
、
神
武
景
気（
54
～
57
年
）、
岩
戸
景
気（
58
～
61
年
）と
呼
ば
れ

る
大
型
景
気
が
到
来
し
た
。
60
年
３
月
、
袖
山
喜
久
雄
に
代
わ
り
、
常
務
取
締
役
で
あ
っ
た
森
廣
三

郎
が
社
長
に
就
任
し
た
。

東
レ
は
ナ
イ
ロ
ン
事
業
を
本
格
的
に
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
よ

り
、
53
年
度
に
全
社
の
収
益
は
大
幅
に
増
加
し
、
57
年
度
ま
で
増

収
が
続
い
た
。
55
年
度
に
は
、
レ
ー
ヨ
ン
と
ナ
イ
ロ
ン
の
両
繊
維

事
業
の
好
調
に
支
え
ら
れ
て
当
期
利
益
で
日
本
国
内
の
全
上
場
会

社
中
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

第
2
章

合
成
繊
維
事
業
に
よ
る
発
展  

1
9
5
3
〜
1
9
7
0
年

森廣三郎
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55
年
３
月
に
は
、創
業
以
来
継
承
し
た
経
営
思
想
を
明
文
化
し
、

「
社
是
」
を
制
定
し
た
。「
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
は
社
会
に
奉
仕
す
る
」
で

あ
る
。企
業
自
ら
を「
社
会
の
公
器
」と
考
え
る
こ
の
経
営
哲
学
は
、

そ
の
後
の
、
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
先
取
り
す
る
先
進
的
で
高こ
う

邁ま
い

な
も
の
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
、
消

費
者
、従
業
員
、株
主
と
い
う
利
害
関
係
者（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）

に
対
し
て
責
任
を
果
た
す
宣
言
を
し
た
。

東
レ
は
社
是
の
理
念
を
具
現
化
す
べ
く
、
基
金
10
億
円
を
出
資

し
て「
財
団
法
人
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
科
学
振
興
会
」（
現
公
益
財
団
法

人
東
レ
科
学
振
興
会
）
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
、
60
年
６
月
に
は

主
務
官
庁
の
文
部
省
と
科
学
技
術
庁（
現
文
部
科
学
省
）の
認
可
を

受
け
た
。同
振
興
会
は
、科
学
技
術
の
助
成
・
振
興
を
目
的
と
し
て
、

理
工
学
分
野
の
基
礎
的
研
究
に
対
す
る
助
成
金
の
贈
呈
を
行
う
こ

と
、
お
よ
び
学
術
上
優
れ
た
業
績
を
褒
賞
す
る
こ
と
と
し
た
。

社　是

東洋レーヨンは社会に奉仕する

消費者にはよい品物を安く

従業員には安定した生活を

株主には公正な配当を

東洋レーヨン科学振興会第1回贈呈式
（1961年3月）
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50
年
代
半
ば
か
ら
60
年
代
初
め
に
か
け
て
、
事
業
の
中
核
を
担
っ
た
の
は
ナ

イ
ロ
ン
６
繊
維
事
業
で
あ
っ
た
。
総
売
上
高
に
占
め
る
ナ
イ
ロ
ン
の
割
合
は
53

年
度
に
は
35
％
で
、
レ
ー
ヨ
ン
の
62
％
に
は
る
か
に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
年
々
増
加
し
て
レ
ー
ヨ
ン
を
追
い
越
し
、
57
年
度
に
は
70
％
の
ピ
ー
ク

を
記
録
す
る
に
至
っ
た
。翌
58
年
度
か
ら
は〝
テ
ト
ロ
ン
〟の
量
産
が
開
始
さ
れ
、

62
年
度
に
は
ナ
イ
ロ
ン
が
52
％
、〝
テ
ト
ロ
ン
〟が
33
％
と
な
り
、
レ
ー
ヨ
ン
は

８
％
ま
で
低
下
し
た
。

58
年
９
月
に
は
愛
知
工
場
の
ナ
イ
ロ
ン
長
繊
維
が
日
産
50
ト
ン
、
名
古
屋
工

場
の
ナ
イ
ロ
ン
短
繊
維
が
日
産
15
ト
ン
の
合
計
65
ト
ン
の
能
力
と
な
っ
た
が
、

両
工
場
に
こ
れ
以
上
に
拡
張
す
る
余
地
は
な
く
、
岡
崎
市
矢
作
地
区
に
長
繊
維

新
工
場
を
建
設
し
た
。
岡
崎
工
場
の
建
設
に
際
し
て
は
、
世
界
最
新
鋭
の
工
場

を
作
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
欧
米
で
の
技
術
調
査
も
行
い
、
60
年
３
月
10

日
に
開
場
式
を
行
っ
た
。
滋
賀
工
場
で
も
、
新
た
に
長
繊
維
工
場
の
建
設
を
進

め
、
59
年
10
月
に
は
完
工
し
た
。

岡崎工場（1960年）
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ナ
イ
ロ
ン
６
原
料
の
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
の
新
製
法
で
あ
る
光
ニ
ト
ロ
ソ
化（
Ｐ
Ｎ
Ｃ
）法
は
伊
藤
昌よ

し

壽か
ず（
の
ち
の
社
長
）の
基
礎
研
究
を
基
に
東
レ
が
独
自
に
開
発
し
た
技
術
で
、
本
格
研
究
開
始
か
ら
ほ

ぼ
10
年
を
経
て
60
年
に
日
産
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し
、62
年
に
は
、

名
古
屋
工
場
の
Ｐ
Ｎ
Ｃ
法
工
場
で
第
１
期
の
日
産
５
ト
ン
の
設
備
が
完
成
し
た
。

◉
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
事
業
の
開
始

東
レ
は
52
年
６
月
、
２
番
目
の
合
成
繊
維
事
業
と
し
て
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
は
し
わ
の
回
復
力
に
優
れ
、
短
繊
維
を
天
然
繊
維
や
レ
ー
ヨ
ン
と
混

紡
し
て
も
、
感
触
や
風
合
い
を
損
な
う
こ
と
な
く
そ
の
効
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
っ
た
。
研
究
陣
は
、
レ
ー
ヨ
ン
と
ナ
イ
ロ
ン
に
次
ぐ
と
い
う
意
味
で
「
Ｆ–

Ⅲ
（
フ
ァ
イ
バ
ー
Ⅲ
）」

と
呼
ん
で
い
た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
の
工
業
化
研
究
を
本
格
化
し
た
。
同
年
７
月
に
は
、
袖
山
が
欧

米
化
学
繊
維
事
情
視
察
の
途
中
に
英
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｉ
社
を
訪
問
し
、
技
術
導
入
に
つ
い
て
交
渉
を
始
め

た
。
そ
の
後
も
数
回
に
わ
た
っ
て
交
渉
を
重
ね
た
が
、
同
じ
時
期
に
、
競
合
会
社
で
あ
る
帝
人
も
技

術
提
携
を
申
し
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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55
年
12
月
８
日
付
で
Ｉ
Ｃ
Ｉ
社
か
ら
東
レ
と
帝
人
に
「
両
社
同
資

格
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
供
与
す
る
意
思
が
あ
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
両

社
合
計
で
10
万
ポ
ン
ド（
約
10
億
円
）、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
も
両
社
合

算
で
よ
い
」
と
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
。
提
携
条
件
と
し
て
従
来
に

比
べ
て
緩
和
さ
れ
た
内
容
の
回
答
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
社
が
共
同

で
技
術
導
入
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
交
渉
が
急
速
に
進
展
し
た
。

57
年
１
月
に
来
日
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｉ
社
繊
維
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
担
当
の
ア

レ
ン
取
締
役
と
袖
山
東
レ
社
長
、
大
屋
晋
三
帝
人
社
長
の
３
社
３
氏

が
、
２
月
７
日
に
契
約
書
に
調
印
し
た
。
９
日
に
は
政
府
か
ら
正
式

の
認
可
書
を
得
て
、
こ
れ
を
11
日
に
ア
レ
ン
氏
に
提
示
し
て
同
日
を

契
約
発
効
日
と
し
た
。

東
レ
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
を
製
造
す
る
新
工
場
用
地
を
選
定
し
、
静
岡
県
三
島
市
お
よ
び
長
泉

村（
現
長
泉
町
）に
ま
た
が
る
用
地
に
決
定
し
、
予
定
敷
地
33
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
た
。
57
年

５
月
に
は
建
設
を
開
始
し
、
短
繊
維
と
長
繊
維
両
設
備
を
完
工
し
、
翌
58
年
３
月
に
生
産
を
開
始
し

ICI社との技術提携契約調印式（1957年2月）
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た
。
こ
こ
に
、
わ
が
国
初
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
の
工
業
生
産
を
開
始

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
愛
媛
工
場
内
で
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
短

繊
維
工
場
建
設
に
着
工
し
、
63
年
１
月
に
完
成
し
た
。

東
レ
は
綿
紡
績
や
毛
紡
績
に
ナ
イ
ロ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
短
繊
維

を
販
売
し
、
混
紡
製
品
と
し
て
拡
販
す
る
こ
と
で
市
場
へ
の
浸
透
を

図
っ
た
。
長
繊
維
に
つ
い
て
は
、
絹
織
物
産
地
の
機
業
場
・
染
工
場
を

育
成
す
る
こ
と
が
、
商
品
開
発
の
進
展
や
長
繊
維
織
編
物
事
業
の
拡
大

に
向
け
て
、
自
家
生
産
設
備
を
新
た
に
保
有
す
る
よ
り
合
理
性
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
中
小
企
業
が
多
か
っ
た
た
め
、
織
編
物
の
生
産
を
委
託

し
、
品
質
管
理
や
在
庫
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て
、「
チ
ョ
ッ
プ
品
」と
し
て
販
売
す
る
積
極
的
な
拡
大
政

策
を
選
択
し
た
。

販
売
面
に
つ
い
て
も
、
東
レ
自
身
が
共
同
で
商
品
開
発
に
取
り
組
め
る
顧
客
を
探
す
こ
と
か
ら
始

め
た
。
初
期
の
商
品
開
発
は
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
共
同
開
発
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
資
材
や
衣
料
向
け
織
編
物
が
誕
生
し
、
消
費
者
に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

三島工場（1959年）
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た
。
こ
う
し
て
、
自
然
発
生
的
に
生
産
・
販
売
系
列
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
59
年
５
月
、
こ

れ
ら
の
生
産
系
列
、
販
売
系
列
と
い
う
呼
称
を
改
め
、
共
存
共
栄
の
意
味
を
込
め
て
「
東
レ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）」、「
東
レ
セ
ー
ル
ス
チ
ー
ム（
Ｓ
Ｔ
）」と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
の
発
売
に
際
し
、
57
年
４
月
、
東
レ
は
帝
人
と
共
同
で
商
標
名
を
公

募
し
た
。「
私
に
名
前
を
つ
け
て
下
さ
い
」
と
い
う
広
告
は
大
き
な
反

響
を
呼
び
、
10
万
通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
を
開
催
し
て

「
テ
ト
ロ
ン
」
を
当
選
と
し
た
。
以
降
、
東
レ
は
〝
東
レ
テ
ト
ロ
ン
〟、

帝
人
は「
帝
人
テ
ト
ロ
ン
」を
商
標
と
し
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

50
年
代
後
半
に
な
る
と
、
積
極
的
に
需
要
を
創
造
す
る
活
動
と
し

て
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
概
念
と
手
法
が
米
国
か
ら
上
陸
し
て

き
た
。
素
材
メ
ー
カ
ー
の
東
レ
も
消
費
者
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
し
消

費
需
要
を
創
造
し
て
流
通
段
階
を
刺
激
す
る「
プ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」の
手
法
を
学
び
、
大
量
消
費
時
代
の
幕
開
け
の
一
端
を
担
っ
た
。

“東レテトロン”新聞広告（1958年）
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◉
市
場
成
熟
化
と
経
営
の
変
革（
１
９
６
３
～
１
９
７
０
年
）

64
・
65
年
に
は
「
証
券
不
況
」
と
呼
ば
れ
、
当
時
の
山
一
證
券
が
破
綻
す
る
な
ど
の
不
況
が
あ
っ
た

が
、
繊
維
業
界
で
は
こ
れ
を「
ナ
イ
ロ
ン
不
況
」と
呼
ん
だ
。
合
成
繊
維
先
発
企
業
と
し
て
高
収
益
を

確
保
し
て
き
た
東
レ
へ
の
影
響
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
売
上
高
の
伸
長
傾
向
が
続
く
中
、経
常
利
益
は
、

64
年
度
の
90
億
円
か
ら
65
年
度
に
57
億
円
に
ま
で
37
％
減
少
し
た
。
こ
の
不
況
に
対
し
て
、
政
府
は

財
政
支
出
拡
大
策
に
転
じ
、
米
国
の
経
済
拡
大
に
伴
う
輸
出
増
大
も
相
ま
っ
て
、
景
気
は
65
年
11
月

に
は
再
び
上
向
き
、
70
年
７
月
ま
で
続
く「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」に
突
入
し
た
。

一
方
、
69
年
１
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ニ
ク
ソ
ン
は
、
繊
維
の
輸
入
規
制
を
行
う
べ
き
と
の
見

解
を
表
明
し
た
。
以
降
、
米
国
政
府
は
日
本
政
府
に
対
し
二
国
間
協
定
の
締
結
を
迫
っ
た
。
日
本
の

繊
維
業
界
は
「
対
米
繊
維
輸
出
対
策
協
議
会
（
70
年
１
月
に
日
本
繊
維
産
業
連
盟
に
改
変
）」
を
結
成

し
、
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
69
年
11
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
佐
藤
栄
作
首
相
は
ニ
ク
ソ

ン
大
統
領
に
対
し
て
、「
沖
縄
返
還
の
見
返
り
に
繊
維
製
品
の
対
米
輸
出
規
制
を
受
け
入
れ
る
」と
い

う
、「
糸
で
縄
を
買
う
」密
約
を
し
、
後
年
公お
お
や
けに

な
っ
た
。
両
国
政
府
は
、
71
年
10
月
、
二
国
間
協
定

に
仮
調
印（
本
調
印
は
72
年
１
月
。
実
施
期
間
は
71
年
10
月
～
74
年
９
月
）し
た
。
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不
況
の
深
刻
化
に
対
し
、
東
レ
は
操
業
短
縮（
操
短
）を
実
施
す
る
一
方
、
一
時
帰
休
や
採
用
の
圧

縮
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
規
採
用
の
中
止
・
抑
制
と
並
行
し
て
徹
底
し
た
合
理
化
努
力
が
続
け

ら
れ
、
社
外
へ
の
応
援
・
出
向
、「
工
務
新
体
制
」に
よ
る
ト
ー
レ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
現
東
レ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
へ
の
２
２
０
０
人
の
大
量
出
向
な
ど
一
連
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、
東
レ
本
体
の

従
業
員
数
は
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
65
年
３
月
の
２
万
８
１
２
３
人
か
ら
減
少
を
続
け
、
70
年
３
月
に
は

２
万
３
８
４
０
人
と
、
５
年
間
で
15
％
減
少
し
た
。

不
況
の
影
響
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
っ
た
66
年
11
月
、
そ
れ
ま
で
社
長
の
任
に
あ
っ
た
森
か
ら
、

副
社
長
で
あ
っ
た
廣
田
精
一
郎
に
社
長
交
代
し
た
。
廣
田
は「
国
際
競
争
力
と
体
質
の
強
化
」を
命
題

と
し
、
新
し
い
船
出
を
果
た
し
た
。

ナ
イ
ロ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
両
繊
維
に
次
ぐ
第
３
の
合
成
繊
維

と
し
て
ア
ク
リ
ル
繊
維
を
工
業
化
し
よ
う
と
の
社
内
の
気
運
が
高

ま
り
つ
つ
あ
っ
た
56
年
３
月
に
は
デ
ュ
ポ
ン
社
と
接
触
し
、「
オ
ー

ロ
ン
」
技
術
の
導
入
に
関
す
る
交
渉
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
数
年

間
に
複
数
回
の
交
渉
を
重
ね
た
が
、
61
年
２
月
に
交
渉
を
打
ち

廣田精一郎
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切
っ
た
。
こ
の
と
き
東
レ
は
自
社
技
術
に
よ
っ
て
ア
ク
リ
ル
繊
維
の
事
業
化
を
行
う
べ
く
、
中
央
研

究
所
で
「
Ｆ–

Ⅳ
」
の
本
格
的
な
研
究
を
再
開
し
た
。
58
年
に
中
央
研
究
所
内
に
試
験
設
備
を
、
翌
59

年
７
月
に
は
名
古
屋
工
場
に
ア
ク
リ
ル
短
繊
維
日
産
３
ト
ン
の
準
生
産
設
備
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ

に
先
立
っ
て
同
年
５
月
に
商
標
を〝
ト
レ
ロ
ン
〟と
決
定
し
た
が
、
後
発
参
入
と
な
る
こ
と
か
ら
製
造

工
程
の
合
理
化
策
と
し
て
重
合
の
連
続
化
技
術
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
生
産
を
愛
媛
工
場
に
集
約

す
る
こ
と
と
し
、
同
工
場
に
日
産
15
ト
ン
の
ア
ク
リ
ル
短
繊
維
製
造
設
備
を
完
成
さ
せ
、
64
年
３
月

に
操
業
を
開
始
す
る
と
同
時
に
販
売
を
開
始
し
た
。
な
お
、
名
古
屋
の
設
備
に
つ
い
て
も
同
年
７
月

に
愛
媛
に
移
設
し
た
。

東
レ
は
、
60
年
１
月
に
三
井
化
学
工
業（
現
三
井
化
学
）が
イ
タ
リ
ア
の
モ
ン
テ
カ
チ
ー
ニ
社
と
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
技
術
導
入
に
関
す
る
仮
契
約
を
締
結
し
た
際
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

翌
61
年
３
月
に
、
同
社
か
ら
東
レ
へ
の
サ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
も
外
資
審
議
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ

た
。
同
年
７
月
、
東
レ
は
同
じ
サ
ブ
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
の
東
洋
紡
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
と
共
同
で
、
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
繊
維
の
共
通
商
標
名
を〝
パ
イ
レ
ン
〟と
決
定
し
た
。
し
か
し
、〝
パ
イ
レ
ン
〟は
染
色
性

な
ど
特
性
面
の
欠
点
が
容
易
に
解
決
で
き
ず
、
東
レ
は
65
年
に
衣
料
用
途
に
つ
い
て
事
業
の
収
束
を
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決
断
し
、
翌
66
年
に
は
研
究
開
発
を
収
束
し
た
。
産
業
用
に
つ
い

て
も
69
年
に
は
生
産
を
収
束
し
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
繊
維
の
特
許

実
施
権
を
三
井
東
圧
化
学（
現
三
井
化
学
）へ
再
譲
渡
し
た
。

ま
た
、
59
年
に
は
、
デ
ュ
ポ
ン
社
が
ス
パ
ン
デ
ッ
ク
ス（
弾
性
）

繊
維
と
呼
ば
れ
る
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
繊
維「
ラ
イ
ク
ラ
」を
開
発
し
工

業
化
を
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
デ
ュ
ポ
ン
社
に
対
し
て
事
業
化

を
前
提
に
技
術
導
入
の
打
診
を
開
始
し
た
が
、
同
社
か
ら
技
術
ラ

イ
セ
ン
ス
方
式
で
な
く
合
弁
に
よ
る
事
業
化
を
進
め
た
い
と
の
意

思
表
示
が
あ
り
、
62
年
10
月
に
両
社
間
で
新
会
社
設
立
に
関
す
る

覚
書
を
交
わ
し
た
。
11
月
に
は
商
標
名
を〝
オ
ペ
ロ
ン
〟と
決
定
の

上
、
翌
63
年
２
月
、
デ
ュ
ポ
ン
社
と
の
間
で
新
会
社
設
立
に
関
す
る
契
約
な
ら
び
に
技
術
援
助
契
約

を
締
結
し
た
。
外
資
法
に
基
づ
き
、
折
半
出
資
に
よ
る
合
弁
会
社
設
立
が
同
年
12
月
に
認
可
さ
れ
、

64
年
６
月
に
は
合
弁
会
社
で
あ
る
東
洋
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
現
東
レ
・
デ
ュ
ポ
ン
）
を
設
立
し
た
。
こ
の
事

業
を
現
在
は
、
東
レ
・
オ
ペ
ロ
ン
テ
ッ
ク
ス
が
継
承
し
、「
ラ
イ
ク
ラ
」ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る
。

東洋プロダクツ設立に関する契約調印（1963年2月）
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◉
事
業
再
編
と
社
名
変
更

61
年
４
月
に
は
、
同
年
９
月
か
ら
63
年
５
月
ま
で
の
間
に
設
備
を
順
次
撤
去
す
る
と
い
う
レ
ー
ヨ

ン
長
繊
維
事
業
の
段
階
的
収
束
方
針
が
決
定
さ
れ
、
実
行
し
た
。
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
の
あ
り
方
も
検

討
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
製
品
が
そ
の
時
点
で
は
見
当
た
ら
ず
、
特
品
の
開
発
に
よ
る
収

益
改
善
を
図
る
と
い
う
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
65
年
不
況
で
合
繊
価
格
が
大
幅
に

下
落
し
、
レ
ー
ヨ
ン
か
ら
合
繊
へ
の
素
材
代
替
が
加
速
し
た
た
め
、

レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
の
生
産
過
剰
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

75
年
５
月
、
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
の
生
産
を
収
束
し
た
。

東
レ
は
ナ
イ
ロ
ン
６
原
料
に
つ
い
て
は
、
70
年
度
末
に
は
カ
プ
ロ

ラ
ク
タ
ム
全
量
の
生
産
を
Ｐ
Ｎ
Ｃ
法
と
し
、
原
価
を
大
幅
に
低
減
で

き
た
。
68
年
当
時
、
こ
の
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
と〝
テ
ト
ロ
ン
〟原
料
の

ジ
メ
チ
ル
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
（
Ｄ
Ｍ
Ｔ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
名
古
屋
事
業

場
と
三
島
工
場
で
製
造
し
て
い
た
が
、
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
原
料
の
シ

ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
や
Ｄ
Ｍ
Ｔ
原
料
の
テ
レ
フ
タ
ル
酸
は
外
部
か
ら
購

レーヨン長繊維最終糸切り（1963年）
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入
し
て
い
た
。
67
年
４
月
、
日
本
石
油（
現
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、
日
本
石
油
化
学
両
社
と
の
話

し
合
い
を
始
め
、
日
本
石
油
化
学
が
ナ
フ
サ
か
ら
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン（
Ｂ
Ｔ
Ｘ
）を

製
造
し
、
東
レ
が
パ
イ
プ
で
受
け
入
れ
た
Ｂ
Ｔ
Ｘ
か
ら
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
パ
ラ
キ
シ
レ
ン
、
オ
ル

ソ
キ
シ
レ
ン
を
製
造
す
る
と
い
う
分
担
が
定
め
ら
れ
た
。
工
場
用
地
に
つ
い
て
は
、
原
料
受
給
面
な

ど
か
ら
浮
島（
川
崎
市
）が
最
適
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
工
場
建
設
は
69
年
８
月
に
完
了
し
、
10
月

末
に
川
崎
工
場
の
開
場
式
を
挙
行
し
た
。

60
年
代
か
ら
、
新
製
品
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
本
革
調
の
人
工
皮
革
に
つ
い
て
、
東

洋
ク
ロ
ス
や
有
力
製
靴
業
者
と
共
同
開
発
を
進
め
、
65
年
に〝
ハ
イ
テ
ラ
ッ
ク
〟を
発
売
し
た
。
翌
66

年
５
月
に
東
洋
ク
ロ
ス
と
の
共
同
出
資
で
ハ
イ
テ
ラ
ッ
ク
を
設
立
、
岐
阜
県
に
月
産
３
万
メ
ー
ト
ル

の
生
産
工
場
を
建
設
し
た（
現
岐
阜
工
場
）。
と
こ
ろ
が
、
製
靴
分
野
の
商
品
化
が
進
ま
ず
、
事
業
の

抜
本
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

２
年
以
内
と
い
う
期
限
を
切
ら
れ
た
中
で
、
研
究
陣
が
奮
起
し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
一
つ
の
形

と
な
っ
た
。
極
細
繊
維
束
か
ら
作
製
し
た
人
工
皮
革
は
、
鹿
革
な
ど
に
外
観
や
感
触
が
極
め
て
似
て

お
り
、
一
方
で
物
性
の
均
質
性
や
染
色
性
、
洗
濯
性
で
天
然
皮
革
よ
り
優
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
な
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さ
れ
た
。
試
験
品
番
号「
Ｘ
Ｌ–

２
２
３
」の
人
工
皮
革
を「
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｙ–

２
２
３
」
と
呼
称
を
変
更
し
て
、
70
年
秋
冬
シ
ー
ズ
ン
向
け
パ

リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
６
人
の
著
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
採
用
し
て
も
ら

い
、
華
々
し
い
世
界
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
。

な
お
、
す
で
に
63
年
に
レ
ー
ヨ
ン
長
繊
維
事
業
を
収
束
し
、
60
年

代
半
ば
に
は
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
の
生
産
規
模
を
縮
小
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
実
態
と「
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
株
式
会
社
」と
い
う
社
名
が
一
致

し
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
69
年
か
ら
社
名
な
ら
び
に
定
款
の
変
更

に
関
す
る
検
討
を
進
め
た
。
新
社
名
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
①
当
社
の
発
展
方
向
に
即
し
た
社
名

で
あ
る
こ
と
、
②
簡
潔
・
明
確
に
当
社
の
実
態
を
表
現
し
、
か
つ
国
内
外
で
容
易
に
理
解
さ
れ
、
親

し
み
や
す
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、
数
件
の
新
社
名
候
補
を
検
討
し
た
結
果
、「
東
レ
株
式
会
社（T

oray 
Industries, Inc.

）」と
決
定
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
、〝
東
レ
ナ
イ
ロ
ン
〟や〝
東
レ
テ
ト
ロ
ン
〟と
い
う

商
標
を
通
じ
て
、「
東
レ
」と
い
う
呼
称
は
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
社
名
と
し

て
違
和
感
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。
新
社
名
へ
の
変
更
は
70
年
１
月
１
日
付
で
あ
っ
た
。

パリ・コレクション（1970年7月）



043

第2章  合成繊維事業による発展  1953 〜 1970年

◉
海
外
繊
維
事
業
の
展
開
開
始

東
レ
は
、
55
年
、
資
本
出
資
を
伴
う
最
初
の
海
外
事
業
と
し
て
、
香
港
に
商
事
会
社
ト
ラ
イ
ロ
ン

社
を
設
立
し
た
。
当
時
、
ア
ジ
ア
最
大
の
繊
維
産
業
の
拠
点
で
あ
っ
た
香
港
市
場
で
優
位
な
地
位
を

占
め
る
に
は
、
商
社
の
現
地
支
店
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
前
の
販
売
会
社
を
持
つ
べ
き
と

の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
社
は
、
現
地
縫
製
会
社
と
連
携
し
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
た
と
い
う
点
で
、
80
年
代
に
整
備
さ
れ
る
海
外
商
事
網
の
先
駆
け

で
あ
っ
た
。

60
年
代
に
な
る
と
、
発
展
途
上
各
国
で
は
輸
入
代
替
工
業
化
政
策

が
採
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
東
レ
は
商
社
と
提
携
し
て
事
業
展
開

す
る
合
弁
形
式
で
の
企
業
進
出
を
積
極
化
し
た
。
最
初
の
本
格
的
な

製
造
事
業
会
社
は
、
タ
イ
の
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｍ
社
で
、
東
レ
が
輸
出
し
て
い

た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
・
レ
ー
ヨ
ン
混
紡
織
物
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
」
ブ
ラ
ン
ド
を
同
社
が
継
承
し
、
現
地
で
紡
績
か
ら
織
布
、
染
色

加
工
ま
で
の
一
貫
製
造
・
販
売
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

TTTM社（タイ）
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◉
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
事
業
の
開
始

東
レ
は
53
年
３
月
に
ナ
イ
ロ
ン
６
樹
脂
の
販
売
を
開
始
し
た
が
、
ナ
イ
ロ
ン
成
形
材
料
と
し
て
は

特
定
の
ユ
ー
ザ
ー
に
出
荷
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、50
年
代
後
半
に
日
本
レ
イ
ヨ
ン（
現

ユ
ニ
チ
カ
）、
宇
部
興
産
が
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
の
市
場
に
参
入
す
る
頃
に
は
、
限
定
販
売
を
解
消
し
た
。

３
社
の
競
合
の
激
化
が
価
格
低
下
を
も
た
ら
し
、そ
れ
と
と
も
に
用
途
が
広
が
り
需
要
も
拡
大
し
た
。

こ
の
た
め
、
東
レ
は
年
々
増
設
と
増
産
を
実
施
し
た
。

60
年
12
月
に
初
め
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
を
独
立
さ
せ
、
翌
61
年
４
月
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産

部
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
販
売
部
を
設
置
し
て
、
こ
の
部
門
の
生
販
一
体
の
運
営
を
目
指
し
た
。
65
年
頃

は
総
売
上
高
の
３
～
４
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
事
業
に
、
研
究
開
発
費
総
額
の
20
～

30
％
を
投
入
し
て
い
た
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
事
業
を
次
代
の
柱
に
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
た
経

営
の
意
思
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

63
年
２
月
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
の
商
標
名
を〝
ト
ヨ
ラ
ッ
ク
〟と
定
め
、
同
年
３
月
か
ら
販
売
を
開
始
し

た
。
64
年
２
月
に
は
、
生
産
工
場
を
名
古
屋
工
場
内
に
完
成
さ
せ
、
67
年
に
は
月
産
６
０
０
ト
ン
へ

と
拡
大
し
た
が
、
さ
ら
な
る
需
要
増
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
69
年
７
月
に
新
た
に
千
葉
工
場
建
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設
に
着
工
し
、
翌
70
年
７
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
。
後
発
参
入
の
東
レ
は

品
質
面
・
販
売
面
で
苦
闘
し
た
が
、
自
動
車
用
途
へ
の
本
格
展
開
を
契
機

に
拡
販
が
実
っ
た
。
ま
た
、
ナ
イ
ロ
ン
66
樹
脂
に
つ
い
て
は
65
年
に
名
古

屋
工
場
で
生
産
を
開
始
し
、
ナ
イ
ロ
ン
６
と
並
存
さ
せ
、
こ
れ
に
続
く
本

格
的
事
業
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
は
、53
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｉ
社
が「
メ
リ
ネ
ッ
ク
ス
」、

翌
54
年
に
デ
ュ
ポ
ン
社
が「
マ
イ
ラ
ー
」と
し
て
発
売
し
て
、
こ
れ
ら
が
日

本
へ
輸
入
さ
れ
、
従
来
の
フ
ィ
ル
ム
素
材
に
は
な
い
優
れ
た
特
性
か
ら
注

目
を
集
め
た
。
東
レ
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
の
工
業
化
研
究
を
進
め
る
一

方
で
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
事
業
の
将
来
性
と
生
産
技
術
に
つ
い
て
基
礎
的
な
調
査
を
進
め
、

57
年
に
は
同
フ
ィ
ル
ム
の
工
業
化
研
究
を
開
始
し
た
。

59
年
10
月
、
三
島
工
場
の
一
角
に
設
備
を
設
置
し
、
試
験
生
産
に
入
っ
た
。
こ
れ
を〝
テ
ト
ロ
ン
〟

フ
ィ
ル
ム
と
称
し
て
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
評
価
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
マ
イ
ラ
ー
」に
劣
ら
ぬ
品
質

で
あ
る
と
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
60
年
３
月
、〝
ル
ミ
ラ
ー
〟と
商
標
を
決
定
し
た
。

千葉工場
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滋
賀
工
場
の〝
ル
ミ
ラ
ー
〟は
、
63
年
に
三
島
工
場
か
ら
設

備
を
移
設
し
生
産
を
開
始
し
た
。
67
年
か
ら
69
年
に
か
け
て

生
産
を
拡
大
し
た
が
、
さ
ら
に
新
工
場
の
建
設
を
決
定
し
、

第
二
事
業
部
岐
阜
試
験
工
場
に
隣
接
し
た
土
地
13
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
岐
阜
県
か
ら
購
入
し
、
岐
阜
工
場
の
組
織
を
発

足
さ
せ
、
70
年
６
月
に〝
ル
ミ
ラ
ー
〟新
工
場
の
建
設
を
開
始

し
、
翌
71
年
７
月
に
生
産
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
82
年
10
月

に
は
三
島
工
場
で
も〝
ル
ミ
ラ
ー
〟の
本
格
生
産
を
開
始
し
た
。

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
は
、
62
年
２
月
、
三
島
で
試
験
生
産
を
開
始
し
、
７
月
、

商
標
を〝
ト
レ
フ
ァ
ン
〟と
定
め
販
売
を
開
始
し
た
。
63
年
６
月
に
滋
賀
で
、
70
年
10
月
に
土
浦
で
生

産
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
東
レ
は
高
発
泡
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
シ
ー
ト
の
生
産
技
術
を
確
立
し
、
商
標
名
を
〝
ト
ー

レ
ペ
フ
〟と
し
て
66
年
４
月
か
ら
滋
賀
工
場
で
試
験
生
産
に
入
り
、用
途
開
発
に
着
手
し
た
。さ
ら
に
、

成
形
包
装
容
器
材
料
と
し
て
の
需
要
拡
大
を
見
通
し
、
68
年
９
月
に
量
産
設
備
を
完
成
し
た
。

岐阜工場地鎮祭鍬入れ式（1970年6月）


